研修出張様式５

研修報告書
	所　　属　　うみねこ幸房　　　職　種　　栄養士　　　　氏　名　外城　綾香

	期　　間　　平成　24年　11月　21日　～　平成　24年　11月　24日

	出張目的　　勤続5年海外研修

	出 張 先　　グアム

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


５年勤続をするとグアム研修に参加ができる！ということを入社当初から知り、ひとつの目標として仕事に励んできました。６年目に入り、「グアム研修対象者」の張り紙に名前が掲示され、ついにグアム旅行にいけるんだとワクワクした気持ちで過ごしていました。

栗山さんと行動をともにしようと、グアムのプランを練りましたがお互い海外は初体験だったため、お金はどのくらい必要なのか、パスポート申請はどうすればいいのかなど不安が多く、グアムでのプランもきちんときまらずに出発日を迎えることとなりました。

夜行バスで東京駅まで向かい、班の皆さんと合流し、成田エクスプレスで空港へ。飛行機に乗ったのは幼い頃だったため記憶がなく、今回が始めてのような気持ちでとてもワクワクして乗っていました。現地へ到着すると、写真やテレビでしか見たことのない南国の木や街の様子に感動しました。

１日目は理事長の運転で恋人岬・マイクロネシアモール・フィッシャーマンズコーブへ。

恋人岬から見える景色はとてもきれいで、夕日が印象に残っています。マイクロネシアモールでは日本のスーパーで見ることのできないような大きな肉の塊や着色料を大量に使用した体に悪そうなジュースが陳列されており大変驚きました。夕飯は、南国ならではの真っ青な魚や見た事のない食材が豊富にあり、ワクワクしながら食していました。また、水槽に入っている大きなロブスターを持たせてもらい記念写真をとり、その後料理されて出てきたときにはびっくりしましたが、とても美味しくて感激しました。

　２日目は街でショッピング。

ホテルのベランダできれいな海を眺めながら朝食をとり、街へ向かいました。普段の買い物では高級ブランドなんて買うこともなくブランド名も知りませんでしたが、海外旅行という開放された雰囲気からか、ブランドも次々と購入しました。日本円での“高い”と思う金額でも、ドルになってしまうとなぜか“安い”と錯覚をしてしまい、お金の感覚がわからなくなりました。自分の買い物のほかに家族や友人へのお土産もたっぷりと購入をし、ホテルへともどりました。その後はプールに入ったり、海辺を散歩したりとのんびりと過ごすことができました。

　３日目はココス島。

ホテルからココス島までは思っていたよりもかなり時間がかかりましたが、到着してみるととてもきれいな景色が広がっており、「やっぱりココス島に来て良かった」とあらためて思いました。ここではジェットスキー、バナナボート、パラセーリング、シーウォーカーを体験しました。現地のスタッフは日本語が上手でジェスチャーをまじえながら、注意事項等の種目説明もきちんとしてくれました。泳ぐ事が苦手な私は海で溺れたらどうしようと心配していましたが、いざジェットスキーの操縦をまかされると怖いながらも楽しむことができ、あっという間の時間でした。その他もとても楽しい体験でした。ビキニをきて海ではしゃぐなんて、日本では恥ずかしくてできませんでしたが、グアムでは何も気にすることなく満喫することができました。

　毎晩、班のみんなと飲み明かし、たくさん笑ったことも楽しい思い出のひとつになりました。

３泊４日、グアムで過ごした日々は本当に貴重な思い出となり、満喫する事ができました。このような機会をいただいたことを本当に感謝しています。ありがとうございました。

春からは７年目突入となりますが、年数を重ねるごとに仕事量も増え、一つ一つの仕事に対し責任も重くなり悩み苦しむ日々が多くなってきました。しかし、１０年目にはまた海外研修ということでハワイが待っているのかな？と考えると「悩んでばかりいないで頑張ろう！」と前向きな気持ちになります。

まだまだ、足らない部分がありますが仕事を通じて成長をしていけるよう頑張りたいと思います。
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